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組合せデータからの特徴的な
頻出パターン列挙手法の発展と応用

組合せデータを大量に保有しているがそ
のデータを活用できていない場合に、活用
するためのお手伝いができると考えてい
ます。組合せデータの例として、同時に購
入された商品の組み合わせのデータや、
Twitterでつぶやかれた単語などが挙げら
れます。

頻出アイテム集合／データ研磨／クリーク列挙／Twitterトレンドキーワード

友達関係や同時に購入された商品など物事の関係が
大量に集められたデータから関係性の深いグループ
を見つけ出すことは、どのような商品が同時に購入さ
れるかという応用もあり、90年代から盛んに研究が行
われている。本研究では、2013年、国立情報学研究所 
宇野 毅明 教授らが考案した「データ研磨」という手法
の発展と、実際への応用を目指している。
関係の深いグループを見つける手法の内、極大クリー
クという構造に注目している。一般に、互いに類似した
極大クリークが膨大に存在し、実用的とは言い難かっ
た。「データ研磨」を適用すると、似たようなクリークの数を劇的に減らすことができる。我々は、データ研磨を関係の強さをそのまま用
いるように開発を進めている。

データ
研磨の適用

左は元の関係集合を表したグラフ構造である。このグラフ構造にデータ研磨を適用したも
のが右の図である。関係の深いグループがはっきりと捉えられていることが分かる。
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